
顆粒膜刺激因子（G-CSF）
を用いた治療について

Granulocyte Colony Stimulating Factor：顆粒球コロニー形成刺激因子（G-CSF）は、

単球やマクロファージなどの免疫細胞、内皮細胞、骨髄細胞などで産生される糖タンパク質

です。骨髄中の顆粒球系（特に好中球）の分化・増殖を促進する作用や好中球機能亢進作用、

好中球に対する抗アポトーシス作用などがあります。以前からG-CSFを用いて子宮内膜の着床

環境を改善する試みがされていましたが、2023年の論文で、体外受精を行う数周期前（2周期

－3周期）からG-CSFを黄体期初期に皮下注射することで卵巣予備能が改善する可能性が示

唆されました。

基本的にはIVFをスタートする2ヶ月前から排卵後にG-CSF（100～150μg）を

皮下に注射します。毎月1回、合計2回の注射をします。その2ヶ月は通常のタイミン

グや人工授精を行います。2ヶ月の間に妊娠に至らない場合は3ヶ月目にIVFをス

タートします。

● 背部痛、関節痛、筋肉痛、骨痛、四肢痛などがあらわれる場合があります。

● 発疹、発赤、痒みなどがあらわれ、場合によっては発熱を伴う皮膚障害があらわれ

 ることがあります。

● 肝機能障害、呼吸障害を認めることがあります。

● 頻度は非常に稀ですが、ショック、アナフィラキシーなどのアレルギー症状を認める

 ことがあります。

方法

副作用

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。

 医療法人社団 守巧会

矢内原ウィメンズクリニック

費用 自費診療（G-CSF フィルグラスチム注）となります。こちらをクリックしてご確認ください。

https://yanaihara.jp/private_expense
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